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 今回の交
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談も行われ，

あった．また
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明する）を
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た印象を受

組み中の未

り，発表者
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いなかった
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きた．  

講演 2 件と
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受けた．ポス

未完成の研究

者から聴講者

会の趣旨に則

発表後半に

（写真 4）を

さらにプロ

が，宿泊施
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いただくこ
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した住友金
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出された．
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であったと

性加工研究

び創立 50

規模での開
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の交流会の

年，反省点

ていると感

あり，参加

加者全員の

らの効果は

流を深める

運営ノウハ

事項として

確信してい

・技術の発

周年記念事

催には，こ

く希望しま

に深く感謝

真 4 懇親会

部若手の会の

の交流会開催

輪軸工場

場（台車組立

も多く，見学

の開催を終

点，改善案が

感じている．

加者同士の交

の 1 分間自己

は大きかった

るだけではな

ハウを身につ

て企画・準備

いる．今後，

発展の一助と

事業基金から

これらの助成

ます．また工

謝の意を表し

会の様子  

の活動内容

催見込みに

（ 9000tonf

立ライン），

学中および

え， 4 支部

が出され，

しかしな

交流を促進

己紹介，ポ

たとの印象

なく，交流

つける絶好

備し，これ

，本交流会

となること

らの助成を

成の効果が

工場見学実

します．さ

f
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らに本交流会の開催にあたり，約 1 年間，企画，準備にご尽力いただいた関西支部若手幹事の

皆様および九州，中国・四国，東海支部の交流会担当幹事の皆様に感謝いたします．  

なお，本交流会の詳細プログラム（ポスター発表題目等）や写真集は関西支部若手の会ホー

ムページ内（http://www.jstp.or.jp/commit/kansai/co/koryukai2010/）に設けているので，こちらも

あわせて参照いただき，来年度以降の交流会（来年度は九州地区にて開催予定）への参加を検

討いただきたい．  
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